
日本国内専用 日本国外では使用できません。
国外でご使用の場合は、保証や修理はできませんのでご了承ください。

保証書付
この取扱説明書には、保証書が添付されています。
添付されている保証書には、必ず「お買い上げ年月日・お買い上げ販売店名」 等、
所定項目の記入をお確かめのうえ、大切に保管してください。

取扱説明書 KL-HM01
目もと保潤器



はじめに
本製品は、光触媒テクノロジー搭載のモイスチャライザーです。
乾燥しがちな顔、口、鼻、目もとの乾きに潤いを与えます。

※1  本体の電源を常にONの状態で使用した場合。すべての菌について対応したものでは
ありません。

●貯水トレイを通過した水は、光触媒プレートによって菌の発生を抑制※1

します。

●ミストと共にアロマの香りを一緒に楽しむことが可能です。アロマトレイ
にお好みのアロマを数滴滴下したアロマパッドを入れることで、香りを一緒
に楽しむことができます。

このたびは、本製品をお買い上げいただき、

まことにありがとうございます。

ご使用前に、本取扱説明書を必ずお読みください。
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キレイな水汚れた水 吸着 酸化分解

光触媒プレート

水

二酸化炭素
ニオイ成分

菌

有機物

ウイルス

･OH ･OHO2- O2- O2-

可視光
LED

可視光
LED

可視光
LED

可視光
LED

水中水中

● お顔まわりを保潤 （⇒ P. 12～P. 13「使い方」参照）

光触媒とは?

用途に応じた使い方

上図は、光触媒による水をキレイにするメカニズムです。
酸化チタンをコーティングした光触媒プレートに可視光LEDを照射すると
化学反応が発生、プレートに付着したウイルスや菌、ニオイの成分を分解※1。
キレイな水となって排出されます。
※1 すべてのウイルスや菌、ニオイについて対応したものではありません。
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警 告

注 意

ご使用の前に、この「安全上のご注意」を必ずお読みください。
本製品を正しく安全にお使いいただくための記載をしています。
部品名についてはP.9「各部のなまえ」をご参照ください。

安全上の注意

●本項目の表記について

禁止されている行為 必ず行わなければいけな
い行為

警 告

傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する
可能性が想定される内容

死亡または重傷などを負う可能性が想定される内容

● ACアダプターや電源コードを傷つけたり、傷んだ電源コード
を使用しない。改造しない、無理に曲げない、引っ張らな
い、ねじらない。重いものを載せない、挟み込ませない。高
温部に近づけない。

● ぬれた手で、ACアダプターや電源コードのプラグを抜き差し
しない。

● タコ足配線はしない。
● ACアダプターのコンセントへの差し込みがゆるいときは使用

しない。
● 本体や光触媒プレートの分解や改造、修理をしない。
● 可動ノズルの吹出口にたばこの灰や飲料水などの液体を内部

に入れない。故障の原因になります。
 ※ 液体や異物が内部に入った場合は、電源を切り、本製品を

お買い求めいただいた販売店にお問い合わせください。
● 水タンク、ヘッドキャップ、貯水トレイの中、送風口には指

や異物を入れない。
● 溶剤が付着した布・ビニール等で本体や付属品を覆わない。
● 本製品をお手入れする際は、油類、アルコール、ベンジン、

シンナーで拭いたり、本製品の部品にヘアスプレーや、殺虫
剤をかけない。
 ※ 付着した場合は、乾いた柔らかい布で拭き取ってください。

● 水道水、浄水、精製水、ミネラルウォーター以外の水を使用しない。
これらの水であっても生成後、または開封後に長時間放置した
水は、使用しない。

● 事故やけが、故障の原因となるため、運転中は超音波振動板に
直接手を触れない。
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警 告

安全上の注意（つづき）

● 本体に水をかけたり、水につけたりしない。
● 貯水トレイ部を丸洗いしない。
● 可動ノズル吹出口には液体を入れない。
● 水タンクの中に化粧水、目薬、アロマオイル、芳香剤、化学

薬品などは入れない。お肌を傷めたり故障の原因になります。
● 電化製品の上にのせたり、置いたりしない。
● 乳幼児やペットが触れる場所では使用しない。
● お年寄り、子供、体が不自由な方、意思疎通が困難な方には、

保護者や安全責任者から適切な指導監督を受けない限り単独
では使用させない。

● 踏みつけたり、落下させたりして、強い衝撃や振動を与えない。
● 子供に玩具として遊ばせない。
● 屋外では使用しない。

● 交流100Vのコンセントを使用する。
● 付属の専用ACアダプターを使用する。
● 電源プラグはコンセントの奥までしっかり差し込む。
● 電源プラグ、ACアダプターとの接続部のホコリなどは、定期

的に取り除く。
● お手入れの際は、必ずコンセントからACアダプターを抜く。
● 雷が鳴ったら電源を切り、コンセントからACアダプターを抜く。
● 使用中、こげ臭いニオイや異音がした場合は、電源を切り、

コンセントから電源プラグを抜く。
● 電源コードに人が足をひっかけないよう電源コードを配置する。
● 本体外側の汚れがひどい時は、中性洗剤を使用してお手入れ

をしてください。
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● 次のような人は使用しない。
事故やトラブルの原因となります。
・心臓疾病、傷害及びその疑いのある人
・幼児や自分で意思表示できない人
・温度や刺激の感覚が自覚できない人
・自己免疫疾患のある人

● 次の人はご使用前に医師にご相談のうえ、使用する。
・急性疾患の人 
・感染症疾患の人 
・悪性腫瘍のある人
・有熱性疾患の人 
・高血圧の人や血液疾患のある人
・発熱している人 
・糖尿病などの高度な末しょう循環機能障害による知覚障害の

ある人
・神経障害のある人 
・皮膚病およびアトピー性皮膚炎の人
・通院して薬を服用中の人
・アレルギー体質、接触性皮膚炎等、皮膚に既往症のある人や

使用に際してお肌に不安のある人
● 次のような場合や部位には使用しない。事故やトラブルの原因

となります。
 ・お肌に傷や発疹、炎症やかゆみ等の異常がある場合
 ・酒気帯びの場合 ・口内や陰部、粘膜など
 ご自身で判断ができない場合は、使用前に医師にご相談ください。
● 自分の意思表示をできない人には使わせない。
● 子供や体が不自由な方だけでの使用は避ける。
● 子供は保護者同意のうえ、保護者または専門家などの監督下で

使用する。
● 以下の場所では使用しない。
 ・カーテンや洗濯物などで吹出口が塞がれる恐れのある場所
 ・浴室など、水がかかったり、湿気の多い場所
 ・食用油など、油成分が浮遊している場所
 ・激しい振動のある場所
 ・スプレーや、化学薬品を使う場所
 ・可燃性ガス／爆発性ガス／腐食性ガスのある場所
 ・直射日光が当たったり極端な高温になる場所
 ・エアコン、暖房器具などの風の当たる場所
 ・電磁調理器やスピーカーの近くなど磁気の多い場所
 ・テレビやラジオが近い場所
 ・除細動器を使用する近くの場所
● 本製品の上に物を置かない。また、冷暖房器具を近くに設置

したり、火気を近づけたりしない。

安全上の注意（つづき）

注 意
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安全上の注意（つづき）

注 意
● 使用中、本体が高温になった場合は、本体に触れない。

 ※ 使用中、LEDの熱で本体下部が少し温かくなりますが、
故障ではありません。

● 本製品の上に乗ったり、寄りかかったりしない。
● 本製品を傾けたり、逆さまにしない。
● 本製品をゆすったりしない。
● 本製品を落としたりしない。
● 水タンクや本体内部の水を飲まない。
● 水タンクやヘッドキャップを外したままで使用しない。
● ヘッドキャップの可動ノズルを塞いで使用しない。
● ヘッドキャップ、カバー、水タンク、噴霧パイプの取り付け

や取り外しに強い力を加えない。　
● 水タンクの規定量以上に水を入れない。

● 貯水トレイ内部に直接水を給水せず、必ず水タンクに給水し
てください。

● 電源コードは必ずACアダプターを持って抜いてください。
また、ACアダプターを抜く前に必ず電源を切ってください。

● 長期間使用しないときは、ACアダプターをコンセントから抜き、
水タンク、貯水トレイ内部の水を捨てて十分に乾燥させて
ください。水が入ったまま放置すると、かびや雑菌が繁殖し
ニオイの原因になります。

● 水タンクは毎回洗い、常に清潔にしてください。古い水を使用
すると、異臭を発したり健康を害したりする原因になります。

● 発煙型の殺虫剤など、室内を薬品消毒するときは、電源を切
り、シートなどで覆い、本製品に薬品が付着しないようにし
てください。室内を薬品消毒したあとは、必ず室内をよく換
気してから運転を再開してください。

● 本製品を廃棄するときは、各自治体の指示にしたがって、
正しく廃棄してください。

● 丈夫で水平な安定した場所に設置してください。
● 給水の際は噴霧を停止して電源をOFFにしてから給水してくだ

さい。
● 排水の際は電源を切り、ACアダプターを抜いてから排水して

ください。
● 壁や水気を嫌うものから離して使用してください。
● 本体から水が漏れてきた場合はただちにACアダプターを抜き、

水タンク及び貯水トレイ内部の水を捨ててください。
● 凍結の恐れがある場合は水を捨ててください。
● 移動させるときは必ず運転を停止し電源プラグを抜いてください。
● 取り扱い不備による事故、損傷については、当社は責任を

負いません。
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使用上のお願い
● 使用上のご注意
・水タンクの中に化粧水、医薬品、アロマオイル、芳香剤、化学薬品など

は入れない。お肌を傷めたり故障の原因になります。
・噴霧パイプ、カバー、水タンクを外した状態で運転しない。けがをしたり、

故障の原因になります。
・運転中は可動ノズルの吹き出し口をふさいだり、指を掛けたりしない。

けがをしたり、故障の原因になります。（⇒ P. 13参照）
・水タンクを取り外す時に、給水キャップについた水滴が垂れる場合があ

ります。 取り外す際には、水タンクを軽くゆすって取り外してくださ
い。濡れても良い場所を選び、ふきんやタオルなど水滴を拭きとるもの
をご用意ください。（⇒ P. 14参照）

・本製品の特性上、温度、湿度が高いときには、吹き出し口前方にミスト
が降下して、本体周辺が濡れることがあります。その場合は吹き出し口
前方にタオルを敷くなどの対策を行ってください。

・本体をパソコンやテレビなどの電子機器や電気製品、家具、楽器、壁に
あたるところに設置しない。直接ミストがかかったり、転倒して水をこ
ぼしたりすると、機器の故障や対象の表面を傷める原因となります。

・運転中は超音波振動板に直接手を触れない。事故やけが、故障の原因に
なります。

● 本製品の特性について
・運転中、LEDの熱で本体下部が少し温かくなりますが、故障ではありま

せん。
・水タンク内の水の残量が少なくなるとミストの量が少なくなります。そ

の後、自動的に電源が切れミストの噴霧が停止します。
・水温や水質など使用環境の影響で電源を入れた直後は、ミストの量が少

ない場合があります。数分程度経過するとミストの量が安定します。
・気温、湿度、気流など、使用環境により、ミストの量が変わる場合があ

りますが、故障ではありません。 

● 給水について
・水道水、浄水、精製水、ミネラルウォーター以外は使用しない。水の

成分によっては故障したり十分な性能が得られない場合があります。

● 持ち運びについて
・運転中は本体を移動させない。もし移動させたい場合は、電源を切り、

本体を立位のまま移動させてください。かたむけて移動させると、本体
から水が漏れる場合があります。

7



● お手入れ・保管について

● アロマオイルについて

● 排水について
・ご使用後、水タンク内に残った水は必ず捨ててください。雑菌などが繁

殖するおそれがあります。
・約3日以内の待機であれば、貯水トレイの水は入れ替えずにご使用でき

ます。（⇒ P. 13参照）
※ 待機日数は目安です。ご使用の環境や使用状況によって異なります。

・貯水トレイから排水する場合は、必ず送風口が上になるようにして水を
捨ててください。送風口から水が入ると故障の原因となります。

・水タンクと本体内部は常に清潔を保つよう定期的にお手入れをしてくだ
さい。お手入れをせずに使用を続けると、カルキ（カルシウムなどのミ
ネラル分）が水アカとなって付着して、性能が低下する原因になります。
また、本体内部が汚れると、誤動作や故障の原因になります。

・本体内部をお手入れをする際は、水以は外使用しない。
（⇒ P. 14～P. 17参照）

・本体外側をお手入れをする際は、柔らかい布で拭いてください。汚れが
ひどいときは、水で薄めた中性洗剤に柔らかい布を浸し、固くしぼって
から汚れを拭き取り、乾いた布でから拭きしてください。（⇒ P. 17参照）

・長時間ご使用にならない場合はお手入れをした後、よく乾燥させてから
保管してください。

・しばらくお使いにならなかった時には、使用の前にお手入れをした後、
ご使用ください。

・  本製品は、エッセンシャルオイル（天然精油）、アロマオイル（合成香料）
のどちらにも対応しています。

・アロマパッドにお好みのアロマオイルを2～３滴垂らしご使用ください。
（⇒ P. 11参照）

・香水や不純物・固形物などを含むオイルは故障の原因となりますで、
使用しない。

・アロマオイルの使用上の注意をよく読んでご使用ください。
・エッセンシャルオイルが直接本体外側に付着しないようにご注意くだ

さい。故障や外装のカバーが溶けるなどの原因になります。
・アロマパッドが汚れてきた場合や違う種類のエッセンシャルオイル（天

然精油）、アロマオイル（合成香料）を使用する場合は、アロマパッド
を交換してください。　

使用上のお願い（つづき）
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ACアダプター
接続口

貯水トレイ背面

給水キャップ

水タンク

各部のなまえ

カバー

貯水トレイ

脱着ボタン

取扱説明書：1部（本書）
かんたんスタートガイド：1部
ACアダプター：1個

アロマパッド（フェルト製）：3枚　

水タンク

噴霧パイプ

止水カバー

送風口

ボタン・ランプ
（P12)

アロマトレイ

光触媒プレート

送風口

光触媒用LED

貯水トレイ上面

ヘッドキャップ

可動ノズル
※噴霧の向きを
　上下に調整　
　できます

本 体

付属品

※お取替用のアロマパッドは、別途市販品を
　ご購入下さい。

超音波振動板
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満水は
ここまで

④外す

使用前の準備
給水する

給水
キャップ

水タンク

ヘッド
キャップ

②給水キャップ側を上にする①真上に持ち上げる
 　（ひねらない）

③まわす

3. 水タンクに水を入れる

※水タンクの外側に水が
こぼれたり、水気が
残っている場合は拭き
取ってください。

1. 本体を手でおさえながら、ヘッドキャップを真上に持ち上げて  
水タンクを貯水トレイ、カバーから取り外す

2. 水タンクから給水キャップを取り外す

⚫ 水道水、浄水、精製水、ミネラ
ルウォーター以外は使用しな
いでください。水の成分によっ
ては十分な性能が得られない
場合があります。

⚫ 上記の水であっても生成後、
または開封後に長時間放置した
水は、使用しないでください。

注意

水タンク

ヘッド
キャップ
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アロマトレイ

4. 水タンクに給水キャップを取り付ける
5. 水タンクをキャップ側を下にしてカバーに戻し、貯水トレイに

取り付ける

使用前の準備（つづき）

1. アロマトレイを本体から取り外し付属のアロマパッドを１枚入れる
2. お好みのアロマオイルをアロマパッドに2～３滴垂らしアロマ

トレイを本体にセットする

1. ACアダプターをコンセントに差し込む
2. 貯水トレイ背面のACアダプター接続口にACアダプターのプラグを

差し込む  ※ACアダプターが接続されると「ピーッ」と音が鳴ります

ACアダプター接続

アロマを使用する場合

⚫ 本製品は、エッセンシャルオイル
（天然精油）、アロマオイル（合
成香料）のどちらにも対応して
います。

⚫ アロマオイルは、ご使用のオイ
ルの「使用上の注意」をよく読
んでご使用ください。

注意

禁止
⚫ アロマオイルは、絶対に水タンク

に混入させないでください。
⚫ 香水や不純物・固形物などを

含むオイルは故障の原因となり
ますので、使用しないでください。

②しっかり回して
固定する。
水が漏れると
故障の原因に
なります。

①給水キャップをつける。

11



ピッ

ピッ

光触媒用LED
（青色点灯）

本体正面

電源ボタン

電源ランプ

噴霧ボタン

噴霧量表示
ランプ

間欠運転ボタン

間欠運転ランプ

使い方

・水タンクに水が充分あることを確認して
から電源ボタンを押してください。

・電源ボタンを押すと電源ランプと光触媒用
LEDが青色に点灯し、電源が入ります。

噴霧ボタンを押すと噴霧量表示ランプが青色に点灯し、
運転を開始します。

・電源ON時に噴霧ボタンを押すと「弱・中・強」の３段
階で噴霧量を調整します。

・噴霧量表示ランプは噴霧ボタンを押すごとに切り替わり
ます。

・電源ON時に噴霧量表示ランプが消灯している場合は、
待機状態です。待機中はミストは出ませんが、光触媒用
LEDが点灯し光触媒の機能が継続しています。

● 電源を入れる（電源ボタン）

● 電源を切る
電源ON時に電源ボタンを約２秒長押しすると、
電源がOFFになります。

● 運転を開始する（噴霧ボタン）

● 噴霧量の調節

弱待機状態
（噴霧停止） 

中 強
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30cm程度

ピッ

・お顔にミストが当たるように本体の設置場所と可動ノズルの向きをお好み
に合わせて調整してください。

・本体とお顔との距離が、30cm程度となるようにしてご利用ください。
・ミストがエアコンなどの風の影響を受けないように本体を設置してください。

間欠運転ボタンを押すと、運転中に6秒噴霧する／6秒噴霧
しない動作を繰り返しおこないます。
長時間の運転や噴霧量をお好みに合わせて調整したいとき
にご利用ください。
・間欠運転動作中は、間欠運転ランプが点灯します。
・間欠運転動作中に間欠運転ボタンを押すと、間欠運転を解

除します。

● 間欠運転をする（間欠運転ボタン）

・噴霧停止時は、電源ONのまま待機状態でご使用くだ
さい。光触媒の機能が継続します。

・水タンクは毎回洗い、常に清潔な状態にしてご使用
ください。

・待機中、貯水トレイにたまった水は、光触媒プレート
によって菌の発生を抑制します。約3日以内※1の待機
であれば、貯水トレイの水は入れ替えずにご使用で
きます。

・運転しないまま約3日間待機した場合、貯水トレイ
の水は捨ててください。

使い方（つづき）

待機中（噴霧停止）について

ミストをあてるときは

・可動ノズルは上下に約30°可動
します。

・可動ノズルに指を掛けて噴霧の
向きを調整してください。

禁止
⚫ 運転中は吹き出し口

をふさいだり、指を
掛けたりしないでく
ださい。

※1  待機日数は目安です。ご使用の環境や使用状況によって異なります。

光触媒用LED
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④まわす

⑤外す

ヘッド
キャップ

給水キャップ 

水タンク

①まわす

②外す ③給水キャップ側を上にして

1. 水タンクを貯水トレイ、カバーから取り外す

2. 水タンクからヘッドキャップと給水キャップを取り外す

お手入れのしかた

真上に持ち上げる
（ひねらない）

水タンクは毎回洗い、常に清潔にしてお使いください。古い水を使用
すると、異臭を発したり健康を害したりするおそれがあります。       

※ 水タンクを取り外す
際は、給水キャップに
ついた水滴が垂れる
場合がありますので、
ご注意ください。

本体内部（貯水トレイ・その他の部品）のお手入れ

水タンクのお手入れ（毎回）

⚫ お手入れは必ず電源をOFFにして、コンセントからACアダ
プターを抜いてから、おこなってください。

⚫ 本体内部は常に清潔を保つよう定期的にお手入れをして
ください。お手入れをせずに使用を続けると、カルキ

（カルシウムなどのミネラル分）が水アカとなって付着して、
性能が低下する原因になります。

注意
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送風口
噴霧パイプ

貯水トレイ

止水カバー

③取り外す

①両サイドの
　脱着ボタンを押す

②両サイドの脱着ボタンを
　押しながら

3. 貯水トレイ両サイドの脱着ボタンを押しながらカバーを貯水トレ
イから取り外す

4. 噴霧パイプと止水カバーを貯水トレイから取り外す
5. 貯水トレイに貯まった水を捨てる

お手入れのしかた（つづき）

※排水する場合は、必ず
送風口が上になるよう
にして水を捨ててくだ
さい。送風口から水が
入ると故障の原因とな
ります。

※噴霧パイプを取り外す
際は、底面についた水
滴が垂れて貯水トレイ
周辺が濡れる場合があ
りますので、ふきんや
タオルなど水滴を拭き
とるものをご用意くだ
さい。
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お手入れのしかた（つづき）

貯水トレイ

禁止

注意

貯水トレイのお手入れ（3日に1回以上） 丸洗いできません

その他部品のお手入れ（3日に1回以上） 丸洗いできます

綿棒などで気になる
箇所を拭いてください。
※超音波振動板は精密部品

ですので、強い力を加え
たり硬いものでこすったり
しないでください。

⚫ 貯水トレイは丸洗いしない
でください。電子部品のため
故障の原因になります。

光触媒プレートの
設置位置
※光触媒プレートを
　矢印の方向に
　スライドさせて
　差し込む

貯水トレイ上面

⚫ 中性洗剤、漂白剤、ベンジン、クレンザー、
シンナー、アルコール類は、使用しないでください。禁止

水で洗い、乾いた柔らかい布などで水分を拭き取ってから、陰干しをして
十分に乾燥させてください。

6. 各部品のお手入れをする

⚫  貯水トレイ内の光触媒プレート
は、強く押したり、こすったりし
ないでください。また、はずれ
たり位置がずれたりした場合、
必ず下図の位置に戻してご使用
ください。
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お手入れのしかた（つづき）

プレフィルターカバー、底面（吸込口）　

ヘッドキャップ
位置合せマーク

②
カチッ

①

ツメ（2カ所）

スライド溝

本体外側のお手入れ（適時）

お手入れ後のヘッドキャップ、水タンクの取り付け

2. ヘッドキャップをまわして固定する

1. ヘッドキャップ位置合せマークの　　位置をそろえてヘッド
キャップを水タンクに取り付ける

本体外側の汚れは、やわらかい
布で拭き取ってください。汚れが
ひどいときは、水で薄めた中性
洗剤に柔らかい布を浸し、固く
しぼってから汚れを拭き取り、
乾いた布でから拭きしてください。

① 位置合せマークを利用し、ヘッドキャップの内側にあるツメと水タンクの
スライド溝との位置を合せます。

② ヘッドキャップを「カチッ」と音がするまで時計周りにまわして固定します。
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こまったときは
こんなとき ご確認ください

● ACアダプターはコンセントに正しく差し込まれて
いますか？

⇒ 下記が正しく接続されていることを確認してください。
・ ACアダプターとコンセントの接続　
・ ACアダプター端子と本体の接続　
● 電源は入れましたか？
⇒ 電源が入っていない場合、電源ボタンを押してください。
● 水タンクに水が入っていますか？
⇒ 水タンクに水を給水してください。

● 水タンクの水がなくなっていませんか？
⇒ 水タンクに水を給水してください。
● 水タンクが本体に正しくセットされていますか？
⇒ 水タンクを正しくセットしてください。

作動しない

ミスト（霧）が出ない
ミスト（霧）が少ない

本体のニオイが
気になる 

● 水タンクに水を入れてから長時間たっていませんか？
● 水道水、浄水、精製水以外を使用していませんか？
⇒ 水タンクの水を捨ててよくすすぎ、新しい水を給水

してください。
● 本体、水タンク、ヘッドキャップ、貯水トレイの中

が汚れていませんか？
⇒ P.14「 お手入れのしかた」 をご参照ください。

こんな表示が出るとき トラブルが発生した場合、
ランプ表示で下記のエラーをお知らせします。

ランプ表示 考えられる原因 ／処置方法

電源ランプが点滅※

電源ランプが
5秒間点滅した後に消灯

※ ランプのエラー表示は電源ボタンを押すと消えます。

● 製品の故障が考えられます。
⇒ 本製品をお買い求めの販売店にご相談ください。

● 貯水トレイに水がない
⇒ 水タンクに水を給水してください。

● 本体を傾いた場所に置いてる。
⇒ 本体を水平な場所に置き電源を入れなおしてください。
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24
7m

m

74mm74mm

仕 様
品名
型番
運転方式
ACアダプター
定格電圧

使用時間※3

運転モード

運転切替
消費電力　
噴霧量（目安）※2

使用温度範囲
外形寸法　
重量　
水タンク容量（最大）　

付属品

目もと保潤器　アイモイスト
KL-HM01
超音波式
入力： AC100V 50/60Hz　出力：DC24V
DC24V

連続運転モード 3段階（弱／中／強）
間欠運転モード（６秒噴霧 ６秒停止） 

5℃以上～ 35℃未満
幅 74mm × 奥行 74mm × 高さ 247mm
約410g（未注水の場合）
約235mL 
取扱説明書（本書）
かんたんスタートガイド
ACアダプター（コード長約1.8m）
アロマパッド × 3 

連続運転
間欠運転

弱
10W

約30ml/h
約8時間

約16時間

待機時 ※1

1W
―
―
―

中
11W

約50ml/h
約5時間

約10時間

強
12W

約70ml/h
約3.5時間
約7時間

寸法図

※1 待機時とは、本体電源ONのまま噴霧を停止して、光触媒を稼働させている状態です。
　　本製品の電源を切ると光触媒が機能しないため、菌の発生を抑制できません。 

本体電源は常にONのまま待機状態でご使用ください。
※2 温度25℃/湿度50%の環境における噴霧量。ご使用する時期、部屋などの諸条件による

変動があります。
※3 使用時間は目安です。ご使用する時期や環境によって異なります。
仕様および外観は予告なく変更する場合があります。
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保証とアフターサービス
■ 保証書（添付）

● この取扱説明書には、保証書が添付されています。添付されている保
証書には、必ず「お買い上げ年月日・お買い上げ販売店名」等、所定
項目の記入をお確かめのうえ、大切に保管してください。

● 保証期間は、お買い上げ日から 1 年間です。

■ 修理を依頼されるときは
● 保証期間中の修理：

保証書の記載内容により、無償修理規定に従って、修理させていただ
きます。修理のご依頼時には、保証書をご提示ください。

● 保証期間経過後の修理：
修理が可能な場合は、ご要望により有償で修理いたします。

■ 補修用性能部品の保有期間
弊社は、本製品の補修用性能部品を製造打切後、6 年間保有しています。
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

■ アフターサービスのお問い合わせ
修理に関するご相談ならびにご不明な点などは、本製品をお買い求めい
ただいた販売店にお問い合わせください。
※製品に異常のある場合、お客様自身で修理されると大変危険です。
　絶対にしないでください。

※年末年始、その他都合によりお休みさせていただくことがあります。
予めご了承ください。

通話料無料 受付時間：9：00 ～ 17：00 
（平日 12 時〜13 時、土・日・祝日は除きます）

0800-999-0830カスタマーセンター
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〈無償修理規定〉
1. 取扱説明書にしたがった正常な使用状態で、保証期間内に故障した場合に

は、弊社が無償修理いたします。
2. 保証期間内でも、次の場合には有償修理となります。

(a) 保証書（本書）のご提示がない場合。
(b) 保証書（本書）にお買い上げ年月日･お客様名･販売店名の記入がない

場合、または字句を書き換えられた場合。
(c) 使用上の誤り、または不当な修理や改造による故障・損傷。
(d) お買い上げ後に本製品を落下させた場合など、お客様の過失による故

障・損傷。
(e) 火災・公害・異常電圧・定格外の使用電源（電圧、周波数）、および地震・

雷・風水害その他天災地変など、外部に原因がある故障・損傷。
(f) 適正な使用用途以外（例：屋外に設置・船舶に搭載）に使用された場

合の故障・損傷。
(g) ご使用によるキズ・汚れ・変色等、経年劣化や保管上の不備による損傷。
(h) 可燃性ガス／爆発性ガス／腐食性ガスのある場所で使用された場合の

故障・損傷。
3. 本書は日本国内においてのみ有効です。

This warranty is valid only in Japan.
4. 個人情報の取り扱いについて

保証書（本書）にご記入いただいたお客様の個人情報は、保証期間内のサー
ビス活動や保証期間経過後の安全点検活動に利用させていただく場合があ
ります。あらかじめご了承ください。お客様の個人情報は弊社にて厳重に
管理いたしますが、保守会社などに修理を委託する場合、お客様の個人情
報を預託する場合がございます。その場合においても弊社が厳重に管理い
たしますので、あわせてご了承ください。

★ この保証書は本書に明示した期間・条件のもとにおいて修理をお約束する
ものです。したがいましてこの保証書によって保証書を発行している者(保
証責任者 )、およびそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制
限するものではございません。

★ 保証期間経過後の修理につきましては、本製品をお買い求めいただいた販
売店にお問い合わせください。

★ 持込修理の対象製品を送付いただく際の送料などはお客様の負担となります。

● 保証期間中に故障が発生した場合は、本製品と保証書（本書）をご用意の
うえ、本製品をお買い求めいただいた販売店にご依頼ください。お買い
上げ年月日、販売店名など記入もれがあると無償修理できません。記入の
ない場合は、本製品をお買い求めいただいた販売店にお申し出ください。

● 第三者から転売品の購入、または譲渡された商品につきましては保証対象
外となります。

● 保証書（本書）は再発行いたしません。大切に保管してください。
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HM01-tr ver.1.0

保 証 書 持 込 修 理

目もと保潤器　アイモイスト

KL-HM01

お 名 前

ご住 所

お買い上げ年月日

1 年間年　　  月 　　日より

様

ふりがな

〒

（ 　 　 　 ）

品　名

型　番

お客様

保証期間

お買い上げ販売店名・住所・電話番号

修理メモ

カルテック株式会社


